
はじめに

前 63 年に行われたグナエウス・ポンペイウス（Gnaeus

Pompeius）による東方遠征によって東地中海地域にローマ

の介入がはじまる。この際にユダヤ人に対抗するかたちで

ギリシア系の諸都市がローマ側につき、それまでのユダヤ

人支配から解放され、再建されたことがフラウィウス・ヨ

セフス（Flavius Josephus）によって伝えられている。これ

らギリシア系都市のうちトランス・ヨルダン地域

（Transjordan）ではデカポリス（Decapolis）と呼ばれる都

市群が存在したことが知られている。デカポリスはギリシ

ア語のデカ（∆εκα=10）とポリス（Πολ.ις= 都市）から成

る言葉で、字義的には「10 の都市」を意味する。10 の都

市群はヨルダン川を軸に北はシリア・アラブ共和国の首都

ダマスカス（Damascus）、南はヨルダン・ハシミテ王国の

首 都 ア ン マ ン （ Amman 古 代 名 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア

Philadelphia）、西はイスラエル国のベト・シャン（Beth

Shean 古代名スキュトポリス Scythopolis）、東はカナタ

（Canatha）に広がる地域に点在したと考えられている（図
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トランス・ヨルダン地域には前 1 世紀よりローマの支配に与しながら発展をしたデカポリスという都市群が知

られている。これらデカポリスの各都市で造幣され、前 63 年から後 241 年までの間に都市名が打刻されている

コインを資料として、コインに刻まれた銘を整理、分析し、その銘の型式、内容の変化をローマの支配の進展と

照らし合わせながら考察する。

それぞれの都市のコインの造幣時期や銘の内容をみると、ガダラやスキュトポリスのように帝政以前から造幣

が始まり一貫してポンペイウス紀年を打刻するグループと、ゲラサやフィラデルフィアのように 1 世紀から造幣

が始まりポンペイウス紀年をほとんど用いていないグループがある。これらの差異から、デカポリスをポンペイ

ウスの東方遠征に関連とする政治的連合体であるとは考えにくい。さらにヨセフスはデカポリスという言葉を第

1 次ユダヤ戦争の記述の中でのみ用いている。このことからもデカポリスはウェシパシアヌスへの陳情のために

集められたギリシア系都市の代表団程度の結びつきでしかないと思われる。

キーワード：デカポリス、コイン、銘、トランス・ヨルダン、ポンペイウス紀年

The Decapolis is known today as a city-group located in the Transjordan region that developed side by side with Roman

rule in the 1st century BCE.  Each city produced coins minting the name of cities and eras.  This study begins by organizing

inscriptions on those coins and analyzes them. Then it tries to examine the inscription form and content in terms of the

progress of Roman rule.

Following the analysis of both production era and inscriptions for each city, two groups appeared: one group started to

produce coins before Principate and continued to punch the Pompeian era on them, such as Gadara and Scythopolis, while

another started to produce coins after the 1st century CE and hardly employed the Pompeian era (i.e. Gerasa and

Philadelphia). Based on this result, it is difficult to confirm the assumption that the Decapolis was the political group in

connection with Pompey’s campaign. Furthermore, Josephus only uses the word of the ‘Decapolis’ in his description about

the First Jewish War. It shows us that the Decapolis merely had a loose affiliation of major Greek cities in order to petition to

Vespasian.
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１参照、下線があるものがデカポリスの都市とされている

もの）。デカポリスを構成する都市について、後 1 世紀の

博物学者プリニウス（Gaius Plinius Secundus）はダマスカ

ス、フィラデルフィア、ラファナ（Raphana）、スキュトポ

リス、ガダラ（Gadara）、ヒッポス（Hippos）、ディオン

（Dion）、ペラ（Pella）、ゲラサ（Gerasa）、カナタを挙げて

いるが、すでにプリニウスの時代に、どの都市がデカポリ

スに数えられるのかが定かでないことも述べている 1）。研

究者によってはこの他に、アビラ（Abila）やカピトリア

ス（Capitolias）を含める場合もある。

本稿は前 63 年から後 241 年までの間にこれらデカポリ

スの各都市で造幣され、都市名が打刻されているコインを

資料とし、コインに刻まれた銘を整理、分析し、その銘の

型式、内容の変化がどのような状況で起こったのか、また、

その変化にどのような都市の意図が見られるのかについて

検討し、デカポリスという都市のまとまりとローマの属州

支配との関係について考察する。

１．デカポリスのコインと先行研究

本稿で資料として用いるデカポリス都市のコインは、打

ち型（ダイス）を使って銘や図像を打刻する方法で造幣さ

れており、鋳造貨幣のようにコインの大きさ・重さは一定

ではない。また同一の刻印であっても重さ・大きさが異な

る場合もある。これらのコインは、発掘調査によって検出

西アジア考古学　第 11 号 （2010 年）

48

図１　トランス・ヨルダン地域の都市と主要街道
（筆者作成、下線の都市がデカポリス都市）



されたものというよりはむしろ古銭収集のような形で研究

機関や博物館に集められたものが多く、発掘場所や発掘地

区の情報はほとんど失われている。また、近年の発掘報告

書においても出土地点を明確に記しているものはなく、コ

インと出土地点との相関関係を考えることは難しい。さら

に同一のものと考えられるコインは十枚以下のものがほと

んどで、時代やコイン毎の流通量などの傾向を考えるには

少なすぎるため、数量的な議論も不可能である。しかしな

がら、コインそのものは 100 年以上の年月をかけて集積さ

れたものであり、この 10 年間の発掘調査で見つかってい

るコインの種類はそれまでの集成の中ですでに見られるも

ので、数量的な増加が多少あっても種類が増加することは

ほとんどない。従って、銘や図像などコインそのものが内

包している情報をその種類や年代と照らし合わせて比較検

討することは可能であると考えられる。

デカポリスのコインの研究は、エルサレムにあるフラン

シスコ修道会聖書博物館（The Franciscan Biblical Museum

in Jerusalem）の学芸員であった A. スパイカーマン

（Spijkerman）が博物館の所蔵していたコレクションを整

理したものを彼の死後、M. ピッチリッロ（Piccirillo）が編

集し、出版したものにはじまる（Spijkerman 1978）。デカ

ポリスとその他の属州アラビアの都市のコインについて、

都市ごとにコインの大きさや銘を皇帝の年代別に列記した

カタログ的な研究である。イスラエル博物館の学芸員の

Y. メショレル（Meshorer）もまた、博物館のコイン・コレ

クションを各都市の概説とともに整理している（Meshorer

1985）。これら二つの研究がデカポリスのコインに関する

基礎的な研究であり、本稿の資料の土台となっている。近

年では、コインの図像学的な研究もあり（Lichtenberger

2003）、都市毎の図像の違いが都市の性格とどのような関

係にあるかを議論している。スキュトポリスのコインにつ

いてのみ図像や銘などを総合的に検討した研究（Barkay

2003）が行われているが、デカポリス都市のそれぞれのコ

インの銘を比較検討した研究はなされていない。

２．デカポリスをめぐる議論

プリニウスなどの一次文献史料や碑文史料の中に、デカ

ポリスが何であるのかについての具体的な記述は残されて

いない。デカポリスというギリシア語が示すように、これ

らの都市群はヘレニズム時代以降にギリシア文化を背景と

した人々によって建設され、ローマ時代以降、交易ルート

上に位置する利点を最大に生かしながら発展したと一般的

には考えられているが、都市間の結びつきについては、そ

れをうかがわせる史料が欠如している。本章ではコインの

分析に入る前に、デカポリスとはどのようなものであった

のかについて、これまでに行われてきた議論をまとめてお

きたい。

研究者たちによって 19 世紀末以来、デカポリスはある

種の連盟や連合といった互いに政治的に結びついた集合体

であると考えられてきた。この考えを最初に示したのは

G.A.スミス（Smith）で、デカポリスは「ヨルダンの東西

地域でユダヤ人の勢力に対抗するためのギリシア諸都市の

連合」であるとしている（Smith 1972 :399）。この見解は

20 世紀に入っても、F. M. アベル（Abel 1967 :2. 146）、C.

H. クレーリング（Kraeling）、A. H. M. ジョーンズ（Jones

1936: 34）、M. アヴィ＝ヨナ（Avi-Yonah）といった研究者

たちによって、支持され続けた。この都市連合説は、これ

らの都市群の多くが、ポンペイウスの東方遠征によるユダ

ヤ人支配からの解放年（前 64/63 年）を顕彰したポンペイ

ウス紀年をコインの年代に用いていることが土台になって

いるが、前述の研究者たちの一部はデカポリスが都市連合

であることを示す論拠が欠如していることを認めている。

クレーリングは、｢この連合の性質や目的が何であるかは

その形成時期と同様に不確かなままである｣と述べている

（Kraeling 1938: 34）。アヴィ＝ヨナもまた「その組織につ

いて実際的なことは何も知らないし、その参加資格につい

てもほとんど知らない」ことを認めている（Avi-Yonah

1979: 81）。

この都市連合説に初めて異議を唱えたのは T. パーカー

（Parker）である。彼は文献史料を検討した上で、連盟や

連合といった言葉がデカポリスとともに用いられている箇

所はないことを指摘した。そして、マルコの福音書 7 章

31 節 に み ら れ る 「 デ カ ポ リ ス 地 方 （ των  ο«ρι«ων

∆εκαπο«λεως）」という表現やプリニウスの「デカポリス地

域（Decapolitana regio）」といった表現から、デカポリス

は「南シリアからパレスチナ北東部において成員となった

都市の領地によって構成される地理的領域」であるとして

いる。またポンペイウス紀年についてもデカポリス都市の

みに用いられるものでないこと 2）、コインの銘にデカポリ

スという言葉が表れないことから、デカポリスの連盟的な

性格を決定付けるものではないとしている（Parker 1975:

439-440）。

これに対し、 B. イサック（ Issac）はマデュトス

（Madytos）で見つかった碑文にデカポリスにおいて職務の

任命を受けた騎士級の官吏が言及されていることから、デ

カポリスは少なくとも後 67 年以前はシリアに隣接した行

政単位であったのではないかという可能性を示唆している

（Issac 1981: 70-71）。

一方、D. グラフ（Graf）や P. ガティエ（Gatier）は、デ

カポリスの諸都市をシリアの属州総督の行政権の下に置く

ことによってハスモン朝（Hasmonean）やナバテア王国

（Nabatea）の政治的支配を排除するために特別に組織され
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たものであるとし、ローマがこれによってペトラ（Petra）

からダマスカスへと抜ける主要交易路である「王の道」の

北側半分を支配することができたと主張している（Graf

1986: 789-790; Gatier 1988: 161-163）。

以上、デカポリスをめぐる先行研究をみてきたが根本的

にデカポリスに関する史料が不足しているため、どの説も

決定的なものにはなっていない。

３．銘の整理

本稿では、デカポリス都市のうち、カナタ、ヒッポス、

ガダラ、アビラ、ペラ、スキュトポリス、ゲラサ、フィラ

デルフィアの 8 都市で造幣されたコインを対象とする。デ

カポリスの一つと数えられるダマスカスで造幣されたコイ

ンは前 312 年を紀元とするセレウコス紀年を用いて年号が

刻まれており、デカポリスのその他の都市で用いられる紀

年法とは違うため、ここでは分析の対象から外すこととす

る。またラファナとディウムでは発掘調査が行われておら

ず都市の同定も確定していないため分析には含めていな

い。アビラはプリニウスによるデカポリスのリストからは

外れているが、碑文などからデカポリス都市と考える研究

者もおり 3）、紀年法もデカポリスの他の都市と同じものを

用いているので分析の対象に加えることとした。

本稿の分析対象としたコインの銘数はカナタが 21、ヒ

ッポスが 46、ガダラが 117、アビラが 32、ペラが 29、ス

キュトポリスが 125、ゲラサが 52、フィラデルフィアが

75 で、総数で 497 銘である。これら 8 都市のコインのう

ち完全に同一の銘をもつコインを 1 点に絞って整理を行っ

た。

ローマ時代のデカポリス都市のコインは表面に主として

皇帝の像とその名を示した銘が記され、裏面には神々の像

や神殿、船といった図像とともに都市名と造幣年が記され

ている。

例えば、図９（表 1-30）の皇帝ネロ（Nero）の時代の

コインは表面に「皇帝ネロ ΝΕΡΟΝ ΚΑΙCΑΡ」という銘と

ともにその肖像が刻まれている。裏面には女神トゥケー

（Tyche）の像とともに「ガダラ ΓΑ∆ΑΡΑ」という都市名、

ギリシア数字「Α∆Ρ」で造幣年が記されている。Α が 1、

Λ が 30、Ρ が 100 をそれぞれ示し、造幣年は 131 年という

ことになる。

造幣年に関連して、コインの紀年法についても述べてお

きたい。図９の場合、ネロの即位年代や他のコインの年代

と比較して計算すると、西暦 67/68 年（西暦とローマ暦は

年の初めがずれているためこのような表記になる）となり、

刻まれている 131 年から差し引きするとコインの紀元は前

64/63 年となる。紀元となったこの年は前述したように、

ポンペイウスによるギリシア都市のユダヤ支配からの解放

年であり、研究者の間ではこの年を元年とする紀年法を一

般に「ポンペイウス紀年」と呼んでいる。デカポリス都市

ではダマスカスを除いたすべての都市でこのポンペイウス

紀年が用いられており、デカポリスの結びつきを考える上

で、重要視されている要素の一つである 4）。

これらの銘に関して、前述の四つの研究の巻末などに付

されているリストを中心に発掘報告書の情報を加えて、都

市毎にコインの表面、裏面に刻まれた銘を年代順にすべて

表にまとめた。その上で、同一の内容の銘を一都市につき

一つにしぼり、すべてのデカポリス都市の銘を一覧にした

ものが、表１である。表１は左欄から通し番号、年代、皇

帝および皇妃名、都市名、表面の銘、裏面の銘、出典とな

っている。年代で空白のものは裏面にポンペイウス紀年が

ないもの、皇帝・皇妃では表面に名前が刻まれていないこ

とを示している。

さらに各都市のコインの時代分布と銘の特徴を比較照合

するために作成したものが表２である。コインの造幣され

た前 63 年から後 244 年までを一年ごとに、表面は皇帝・

皇妃名があるものを◎で、ないものを●で、裏面はポンペ

イウス紀年があるものを◎で、ないものを●で、ポンペイ

ウス紀年があるものとないものが両方ある場合は○で整理

を行った。裏面の●はポンペイウス紀年がないので年代が

確定しないが、皇帝の銘などから推定される年代に挿入し

た。後述するが裏面にはポンペイウスとガビニウスを示す

銘が現れるが、それについてはそれぞれ P と G で表すこ

とにする。また、ポンペイウス紀年と西暦のずれについて

は便宜的に後ろの年代（例えば 67/68 年ならば 68 年）に

統一して記号を入れることとする。

４．銘の分析

ここではまず、表１を参照しながら、帝政初期のローマ

史で一般的に用いられる王朝の時期区分に従って、便宜的

に 6 つの時期に分けてコインの銘を分析する。その上で、

表２を参照しながら、各都市のコインの時代分布と銘の特

徴を分析していくことにする。

Ａ．各時期のコインの銘

1 帝政以前（前 63 年から前 27 年）

まずはポンペイウス紀年元年にあたる西暦前 64/63 年の

コインから見ていくことにする。元年のコインはガダラと

カナタの二都市のものがある。まず、表 1-2 のガダラのコ

イン（図３）は、表面には銘がなく裏面にはポンペイウス

紀年元年を示す LΑ（L は紀年を表す数字の前に置かれる

記号で、Α はギリシア数字の 1 である）とローマを示す

ΡΩΜΗ が刻まれている。都市名がないのにガダラのもの

としている理由は、ΡΩΜΗ の文字の下に三本の斜めに走
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る筋が描かれているからである。この筋はアフラストン

（Aphlaston）と呼ばれ、ガレー船の船尾を表している。後

述するが後の時代のガダラのコインにもガレー船が描かれ

ているものがあり、この図像はポンペイウスによる地中海

の海賊討伐を顕彰したものと考えられている（Meshorer

1985: 81）5）。

一方、表 1-1 のカナタのコイン（図２）は三日月と星の

図像とともに LA が刻まれている。メショレルはこれをカ

ナタのものとしているがこれらの図像がどのようにカナタ

と結びつくかについては言及していない（Meshorer 1985:

76）。

この時期の特徴的なコインはスキュトポリスのものであ

る。スキュトポリスの最初のコインと考えられている表

1 - 4 をみると表面には ΓΑ が、裏面には ΓΑΒ ΙΝ ΙC

ΟΙΕΝΝVCΗ の銘が見られる。表面の ΓΑ は前 57 年から 54

年までの 4 年間、シリア属州総督であったアウルス・ガビ

ニウス（Aulus Gabinius）を示しており、そこに刻まれて

いる肖像もガビニウスであると考えられている。裏面は

「ニュサ（Nysa）のガビニア人（Gabinian）たちの」と読

むことができる。ニュサとはスキュトポリスの別名であり、

ガビニア（Gabinia）とは総督ガビニウスにちなんだこの

都市の新しい名前である（図４）。表 1-5 および 6 も刻ま

れ方は違うが同一の内容を表している（図５、図６）。研

究者によっては最後の文字 Η はギリシア数字でありポン

ペイウス紀年 8 年（前 57/56 年）を示すと考えている。表

1-9 はそれぞれ ΓΑ がガビニウス、ΝV がニュサ、ΙΘ がポ

ンペイウス紀年 19 年を示しているが、ΙΘ を LΘ と考えて

ポンペイウス紀年 9 年（前 56/55 年）と考える研究者もい

る（Barkay 1994-99: 54-59, 2003: 35-39、図７）。ちなみに

都市の銘は基本的には複数属格で記されており、「～人た

ちのコイン」という意味になる。

その他のコインについてはガダラとヒッポスのものがあ

るが、表面には銘は刻まれず、裏面に都市名とポンペイウ

ス紀年が刻まれている。この時期のコインは元年のものを

除き、同じ年に複数の都市でコインが造幣されることはな

い。

2 ユリウス・クラウディウス朝期（Ju l io-Claudian

Dynasty，前 27 年から後 68 年）

ローマの初代皇帝アウグストゥス（Augustus）のコイン

は皇帝に即位する 3 年前の前 31/30 年にガダラで造幣され

ている（表 1 - 1 5、図８）。このコインの表面には

ΣΕΒΑΣΤΩ ΚΑΙΣΑΡΙ の銘がみられる。ΣΕΒΑΣΤOΩ（セバ

ストゥス）はオクタヴィアヌス（Octavianus）が元老院か

ら贈られたアウグストゥス（尊厳なる者）という尊称のギ

リシア語であるが、この尊称が贈られたのは前 27 年のこ

とで、ポンペイウス紀年（LΛ∆=34 年）で考えるならばこ

のコインの造幣年はそれよりも 3 年ほど早い。この問題に

ついて A. シュタイン（Stein）は、このコインの紀年法は

前 31 年のアクティウム（Actium）の海戦の勝利を記念し

たアクティウム紀年であり、この年を元年とするとこのコ

インの造幣年は後 3/4 年であるとしている（Stein 1990: 27-

28）。

この次に造幣されるのは 2 代皇帝ティベリウス

（Tiberius）の治世中頃の後 28/29 年で、同じくガダラで作

られている。表面には皇帝名と皇帝の称号 ΚΑΙΣΑΡΙ が、

裏面には都市名とポンペイウス紀年が記されている。

カリグラの治世下の 37/38 年から 40/41 年の 4 年間はガ

ダラ、カナタ、スキュトポリス、ガダラの順番で一年毎に

違う都市でコインが造幣されている。この時期のコインは

まだ銘の型式が整っていないことが見て取れる。37/38 年

および 40/41 年のガダラのコインは表面にも紀年を表す L

の銘が見られる。カナタのコインは表面には銘は見られな

い。スキュトポリスでは 39/40 年のものに二種類の銘が見

られる。皇帝名の示し方はガイウス（Gaius）を示す

ΓΑΙΟΥ の銘とセバストゥスの銘とが見られる。また、セ

バストゥスの銘とともにポンペイウス紀年が表面に刻まれ

ている。この時期から裏面にはニュサだけでなくスキュト

ポリスの銘も見られるようになる。

クラウディウスの治世下でも、同じ年に複数の都市でコ

インが作られることはなく、41/42 年にスキュトポリス、

44/45 年にガダラ、49/50 年からの 3 年間はカナタ、ガダラ、

スキュトポリスの順で造幣されている。銘についてはカリ

グラのものと同様の混乱が続いている。41/42 年のスキュ

トポリスのコインは銘に一切の省略がない。

ネロの治世下の 67/68 年はヒッポス、ガダラ、ゲラサの

3 都市で同時に造幣が行われている。ヒッポスのものには

裏面にアンティオキア（Antiochia）という都市の別名が出

てきている。ゲラサではこの年に初めてコインが造幣され

ている。

3 フラウィウス朝期（Flavian Dynasty, 69 年から 96 年）

71/72 年のガダラではウェスパシアヌス（Vespasianus）

とティトゥス（Titus）の二種類の銘が見られる。ティトゥ

スはこの時点では皇帝ではないが、銘の上では皇帝と同様

に扱われている。

ティトゥスの銘が刻まれたヒッポスのコイン（表 1-37、

図 10）では、新たに ΑΥΤΟ の銘が見られるようになる。

これはラテン語のインペラトール（Imperator）に当たるギ

リシア語アウトクラトール（Αυτοκρατωρ）でカエサルと

ともに皇帝を示す称号となっている。

ウェスパシアヌスの治世最後の年の 78/79 年にフィラデ
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ルフィアでコインが作られ始めるようになる。しかし銘は

表面に都市名のみで、裏面は「年」という意味の ΕΤΟΥΣ

とポンペイウス紀年が刻まれており、これまでに見られな

い型式である。

80 /81 年はティトゥスの死によってドミティアヌス

（Domitianus）へと帝位が移った年であるが、フィラデル

フィアでは三種類の銘がみられる。まずは前年と同様の表

面が都市名で裏面が年号だけのものである。二つ目は表面

にティトゥスの銘が刻まれたもので全く銘の省略がなく、

裏面の都市名も省略はない。3 つ目は表面にドミティアヌ

スのものでアウトクラトールの称号がないが、他は 2 つ目

のティトゥスのものと同様に省略なしで銘は刻まれてい

る。

82/83 年はカナタとペラの二都市で造幣されているが、

銘についてはほとんど省略もなく、95/96 年のカナタのも

のも同様である。

ドミティアヌスの銘が刻まれたとされるヒッポスのコイ

ンをスパイカーマンは二種類挙げているが、1 つは表面の

銘の意味が全く不明でおそらく刻まれた肖像からドミティ

アヌスとしているもの（表 1-46; Spijkerman 1978: 170-171、

図 11）で、もう 1 つはドミティアヌスの名がはっきりと

記されたもの（表 1-47、図 12）である。ともに裏面に都

市名はあるもののポンペイウス紀年はない。

4 五賢帝期（96 年から 193 年）

五賢帝の最初の二人、ネルウァ（Nerva）とトラヤヌス

（Trajanus）の名を記したコインはデカポリスのいずれの都

市からも見つかっていない。

ハドリアヌス（Hadrianus）のコインはフィラデルフィ

アとゲラサで造幣されている。フィラデルフィアのものは、

表面は「皇帝ハドリアヌス・セバストゥス」と定型の銘で

あるが、裏面は二種類の銘が見られる。表 1-49 のものは

都市名の ΦΙΛΑ∆ΕΛΦΕWΝ のあとに ΚΟΙΛΗCCΥΡΙΑC とい

う銘が初めて出てくる（図 13）。この銘はコイレ・シリア

（コエレ・シリア　Coele-Syria）、ギリシア語で「くぼんだ

シリア」という意味の言葉でシリア南部のことを示してい

る。この後のコインの銘に ΚC、ΚCVΝΡ または ΚΟΙCΥ な

どのさまざまな略号で出てくるが、デカポリスの点在した

地域を含む地理的な呼称としてこの言葉は使われている。

もう 1 つ（表 1-50、図 14）の銘には女神トゥケーを示す

ΤΥΧΗ が見れられる。

ゲラサ（表 1-51、図 15）のコインの表面には、∆Ι とい

う銘が見られる。A. リヒテンバーガー（Lichtenberger）は

この銘をハドリアヌスの治世 14 年（西暦 131/132 年）を

示すギリシア数字であるとしている（Lichtenberger 2003:

453）。このような紀年法はデカポリスのコインの中で唯一

この年のゲラサのものにしか見られない。裏面にはトゥケ

ーの他に女神アルテミス（Artemis）の銘と都市名が刻ま

れているが、当然のことながらポンペイウス紀年は見られ

ない。

アントニヌス・ピウス（Antoninus Pius）の治世下では、

ヒッポス、ガダラ、スキュトポリス、フィラデルフィアで

コインが造幣されているが、ガダラのもの以外はポンペイ

ウス紀年が使われていない。ガダラでは 159/160 年にアン

トニヌス・ピウス、マルクス・アウレリウス（Marcus

Aurelius）、ルキウス・ウェルス（Lucius Verus）の三人そ

れぞれのコインを造幣している。この時からガダラのコイン

の裏面に見られるようになった銘がΠΟである。これは後の

コイン（表 1-113、図 22）に省略されずに ΠΟΜΠΗΙΕWΝ

と刻まれていることから分かるように、ポンペイウスの名

前を示しており、ガダラにのみ見られる。また Ι･Α･Α･Γ

という銘があるが、これは初めの Ι･Α が「神聖なる都市の

Ιερας  Ασυλου」 を 、 Α･Γ が 「 ア レ ク サ ン ド ロ ス

（Alexandros）の子孫の Αλεςανδρου Γενεας」を示してい

る。さらに Κ･CΥ という銘でコイレ・シリアも記されて

いる。翌年のコイン（表 1-59、図 16）の裏面にはガレー

船のモチーフとともに ΝΑΥΜΑ の銘が刻まれている。こ

れはガリラヤ湖で行われた模擬海戦（ナウマキア

Ναυµαχι«α）のことを示している。さらに次の 161/162 年

にはマルクス・アウレリウスの皇妃ファウスティナ

（Faustina）のコインも造幣されている。この年からはアビ

ラも造幣を始めている。アビラもコインの裏面に

CΕΛΕΥΚ という銘で都市の別名セレウキア（Seleucia）を

記している（表 1-70、図 17）。

フィラデルフィアではハドリアヌス以降はマルクス・ア

ウレリウス治世下の 164/165 年と 176/177 年にのみポンペ

イウス紀年の使用が確認できる。しかし銘の型式はドミテ

ィアヌス治世下のものと同様に表面に都市名とコイレ・シ

リア、裏面は「年」とギリシア数字のみが記されている。

皇帝名を表面に記したものにはポンペイウス紀年は最後ま

で見られない。裏面の銘には ΗΡΑΚΛΕΙW ΑΡΜΑ（表 1-83、

図 18）と ΘΕΑΑCΤΕΡΙΑ（表 1-84、図 19）が加わり、そ

れぞれ「ヘラクレス（Heracles）の馬車」「女神アステリア

（Asteria）」を示している。

マルクス・アウレリウスからカラカラ（Caracalla）まで

ゲラサではポンペイウス紀年が使用されない。マルクス・

アウレリウスのコインの裏面には新たに ΑΝΤW ΠΡ ΧΡ

ΤW ΠΡ ΓΕ という銘が現れる（表 1-100、図 20）。これは

「クリュソロアス（Chrysorrhoas 金の川）およびゲラサの

アンティオキア」と読むことができ、ゲラサを流れるクリ

ュソロアス川（これは同時に川の神も示している）と都市

の別名アンティオキアが都市のアイデンティティになって
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いることが分かる。

スキュトポリスも都市を形容する単語がいくつか出てく

るが、それらがすべてそろっているものが、マルクス・ア

ウレリウス治世下（1 7 5 / 1 7 6 年）のコンモドゥス

（Commodus）のコインである（表 1-109、図 21）。省略を

補った銘は(Ν) VC (ΑΕWΝ)･Τ (WΝ)･CΚVΘ (OΠΟΛΙΤWΝ)･

Τ (ΗC)･ΙΕΡ (ΑC)･ΑVC (ΛΟV)･Τ (ΗC)･CVΡ (ΙΑC)･ΕΛ

(ΛΗΙ∆ΟC)･ΠΟ (ΕWC) ΘΛC となり、「ニュサおよびスキュ

トポリスの人々の、神聖なる都市でシリアにあるギリシア

都市の、239 年」という意味になる（Barkay 2003: 66）。

コンモドゥス治世下（183/184 年）のペラのコイン（表

1-116、図 23）には ΦΙΛΙΠ･Τ･Κ･ ΠΕΛΛΑΙWΝ ΝΥΜΦ Κ

ΕΛ EΤOSΜC という銘で都市を形容しているがそこには、

都市の別名フィリッポポリス（Philippopolis）、ニュンファ

エウム（Nymphaeum）、ギリシア都市といった単語が見ら

れる。

190/191 年のカナタのコインには、ΓΑΒΕΙΝ という銘で

前 1 世紀のシリア総督ガビニウスの名前が記されている。

5 セウェルス朝期（Severan Dynasty, 193 年から 235 年）

セプティミウス・セウェルス（Septimius Severus）の治

世は 193 年から 211 年であるが、この期間に妻のユリア・

ドムナ（Julia Domna）、息子のカラカラとゲタ（Geta）の

コインも造幣されている。この時期に出てくる今までにな

い銘はゲラサのもの（表 1-155、図 24）だけで、ΑΛΕΞ

ΜΑΚ  ΚΤΙ  ΓΕΡΑC と 記 さ れ て お り 、「 マ ケ ド ニ ア

（Macedonia）のアレクサンドロス、ゲラサの創設者」とい

う意味である。カラカラ治世下の 215 年からエラガバルス

（Elagabalus）が暗殺される 222 年までの間は、デカポリス

の都市の中で最も高い密度でコインが造幣されており、エ

ラガバルスの治世下では、ここにあげた 8 つの都市すべて

のものを見ることができる。この時期のヒッポスのもの

（表 1-179、図 25）にはゼウス（Zeus）とアロテシオス

（Arotesios）という銘が新たに見られる。アロテシオスと

は豊穣を示す言葉で、おそらくは地母神であるゼウスの妻

ヘラ（Hera）を指していると思われる。

6 セウェルス朝期以降（235 年から 241 年）

セウェルス朝以降は、ゴルディアヌス 3 世（Gordianus）

治世下の 239/240 年にガダラで、240/241 年にガダラとス

キュトポリスでコインが造幣されているが、銘に新たな型

式のものは見られない。

Ｂ．コインの分布と都市ごとの特徴

ここでは、表２で整理したものを参照しながら、各都市

のコインの時代分布と銘の特徴を比較しながら分析してみ

たい。

表２で分析項目として挙げたのは、表面に刻まれた皇帝

名の銘と裏面のポンペイウス紀年の有無である。それぞれ

ある場合は◎、無い場合を●、ある場合とない場合が両方

あるものを○としている。したがって◎が多いほど、コイ

ンの銘の要素が揃っており、型式を順守していると考えら

れる。

まず各都市のコインの時代分布をみると、ガダラとスキ

ュトポリスでは共和政末期から造幣が始まりコンスタント

に造幣が行われていることが分かる。とりわけガダラは帝

政に入って皇帝名が使われるようになると表面の皇帝名、

裏面のポンペイウス紀年ともにすべて◎であり、完全にそ

の型式を順守していることが分かる。スキュトポリスも

160 年のコインを除くとほぼ◎が続き、型式を順守してい

るといってよい。アビラとペラは造幣の開始がマルクス＝

アウレリウス治世下以降であるけれども、ほぼ◎が揃い、

銘の型式は順守されている。一方、カナタとヒッポスは時

代分布もまばらで型式も一定ではない。

ガダラ、スキュトポリスと完全な対照をなしているのが

ゲラサとフィラデルフィアである。この２都市は共和政末

期には造幣がなく、ポンペイウス紀年の使用率も極めて低

い。詳細にみると、ゲラサはポンペイウス紀年が見られる

のは 68 年と 219 年のみで、それ以外はすべて●で、ポン

ペイウス紀年の使用が見られず、表面裏面ともに◎になる

ことはない。フィラデルフィアは、79 年、81 年、120 年、

165 年、177 年にポンペイウス紀年の使用が見られるもの

の、81 年と 120 年以外は皇帝名が刻まれていない。全体

でみるとポンペイウス紀年の使用の割合は低い。フィラデ

ルフィアもゲラサ同様、表面裏面ともに◎になることはな

い。

その一方で、ガダラでは全体的にコインの造幣が多くな

るマルクス = アウレリウス治世下以降、ポンペイウス紀年

のみならずポンペイウスそのものを示す銘を一貫して刻ん

でいることが分かる。

このようにコインの銘の状況を都市ごとに比較してみる

と、銘の性格の上で、ガダラ、スキュトポリスのグループ

とゲラサ、フィラデルフィアのグループとに分かれており、

デカポリス都市と呼ばれている都市の間に差異があること

が確認できる。

５．デカポリス都市の変遷とコインの銘

５章では、４章で分析したこれらの銘の変化をヨセフス

など文献史料にみられる各都市の状況と照らし合して、４

章のＡと同じ時期区分で検討していくことにする。
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表１　デカポリス都市のコインの銘 

年代 

64/63 BCE 

64/63 BCE 

59/58 BCE 

 

 

 

55/54 BCE 

47/46 BCE 

46/45 BCE 

45/44 BCE 

44/43 BCE 

41/40 BCE 

40/39 BCE 

39/38 BCE 

31/30 BCE 

28/29 CE 

37/38 CE 

38/39 CE 

39/40 CE 

39/40 CE 

40/41 CE 

41/42 CE 

44/45 CE 

49/50 CE 

50/51 CE 

51/52 CE 

51/52 CE 

66/67 CE 

67/68 CE 

67/68 CE 

67/68 CE 

67/68 CE 

67/68 CE 

67/68 CE 

71/72 CE 

71/72 CE 

73/74 CE 

 

78/79 CE 

80/81 CE 

80/81 CE 

80/81 CE 

80/81 CE 

82/83 CE 

82/83 CE 

95/96 CE 

 

 

119/120 CE 

 

 

（131/132） 

159/160 CE 

 

 

 

159/160 CE 

159/160 CE 

160/161 CE 

160/161 CE 

160/161 CE 

160/161 CE 

161/162 CE 

161/162 CE 

161/162 CE 

161/162 CE 

161/162 CE 

 

161/162 CE 

161/162 CE

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70

総督・皇帝・皇妃 

 

 

 

ガビニウス 

ガビニウス 

ガビニウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

アウグストゥス 

ティベリウス 

カリグラ 

カリグラ 

カリグラ 

カリグラ 

カリグラ 

クラウディウス 

クラウディウス 

 クラウディウス 

クラウディウス 

 

 

ネロ 

ネロ 

ネロ 

ネロ 

ネロ 

 

ネロ 

ウェスパシアヌス 

ティトゥス 

ティトゥス 

ティトゥス 

 

 

 

ティトゥス 

ドミティアヌス 

ドミティアヌス 

ドミティアヌス 

ドミティアヌス 

ドミティアヌス 

ドミティアヌス 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 

アントニヌス・ピウス 

アントニヌス・ピウス 

アントニヌス・ピウス 

アントニヌス・ピウス 

アントニヌス・ピウス 

マルクス・アウレリウス 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

M.ｱｳﾚﾘｳｽ & L.ｳｪﾙｽ 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

M.ｱｳﾚﾘｳｽ & L.ｳｪﾙｽ 

ファウスティナ 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

ルキウス・ウェルス 

都市名 

カナタ 

ガダラ 

ガダラ 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

ガダラ 

スキュトポリス 

ガダラ 

ガダラ 

ヒッポス 

ガダラ 

ヒッポス 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

カナタ 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

ガダラ 

スキュトポリス 

ガダラ 

カナタ 

ガダラ 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

ヒッポス 

ヒッポス 

ガダラ 

ガダラ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ヒッポス 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

カナタ 

ペラ 

カナタ 

ヒッポス 

ヒッポス 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

ゲラサ 

ヒッポス 

ガダラ 

スキュトポリス 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

アビラ 

アビラ 

アビラ 

表面 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

ΓΑ 

ΓΑ 

ΓΑΒ 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

銘なし 

ΣΕΒΑΣΤ∩ ΚΑΙΣΑΡΙ 

ΤΙΒΕΡΙW ΚΑΙCΑΡΙ 

－－ΑΙCΑΡΙLΡΑ(?) 

銘なし 

[ΓΑΙΟΥ]ΚΑΙ [CΑΡΟC] 

[C]ΕΒΑCΤΟΥ ΓΡ 

－－ACΤ－ －ΑΙCΑΡΙLΡΔ 

ΤΙΒΕΡΙΟCΚΛΑΥΔΙΟCΚΑΙCΑΡCΕ[ΒΑCΤΟC] 

CΕΒΑCΤΟC 

銘なし 

CΕΒΑΣΤWΙΚΑΙΣΑΡΙ 

L ΕΙΡ 

銘なし 

[ΝΕΡW]ΝΚΛΑVΔΙΟΣΚΑ[ΙΣΑΡΣΕΒ] 

ΝΕΡΩΝΚΛ ΑVΔΙΟCΚΑΙCΑР 

ΝΕΡΩΝ ΚΑΙCΑР 

ΝΕΡΟΝΚΑΙ CAΡ 

ΝΕΡΩΝΚΑΙ CAΡ 

銘なし 

ΝΕΡ 

ΟΥΕCΠΑCΙΑ Ν ΟΚΑΙCΑΡ 

ΤΙΤΟΣΚΑΙ CΑΡ 

ΤΙΤΟΣΚΑΙ ΣΑΡ 

AYTOΤΙΤΟC KΑΙ 

ΑΔΕΛΦΕ WΝ 

ΦΙΛΑ[ΔΕΛ]ΦΕWΝ 

ΦΙΛΑΔ ΕΛΦΕWΝ 

ΑVΤoΚΡΑΤΩΡ ΤΙΤoCΚΑΙCΑΡ 

ΚΑΙCΑΡ ΔΟΜΙΤΙΑΝΟC 

ΔΟΜΙΤΙ ΚΑΙCΑΡ 

ΑVΤΟΚΡΑΤΩΡΔΟ ΜΙΤΙΑΝΟΣ ΚΑΙΣΑΡ 

[ΔΟΜΙΤΙ] ΚΑΙCΑΡ 

? ΑР ΦΟΚΚΔ'ΑР О'C ΚΛΙΕΛ－ 

ΔΟΜΙΤΙΑ ΚΑΙC 

[－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－] 

ΑVΤΟΚΡ･ΑΔΟΡΙΑΝΟC･CΕΒΑCΤΟC 

ΑVΤΟΚΡ･ΑΔΟΡΙΑΝΟC･CΕΒΑCΤΟC 

ΔΙ･ΑΥ･Κ･ΤΡΑ ΑΔΡΙΑΝΟС･CΕ 

ΑΥΤΟΚP･ΚΥP･ ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΑΥΤΚΑΙCAΝΤW ΝΕΙΝΟCCΕΒΕΥC 

ΑVΤΟΚ ΑΝΤWΝΙΝΟ CΕΒ･ΕVCΕ 

ΑΥΤΚΑΙCΑΡ ΑΝΤW ΝΕ ΙΝoC 

ΑΥΤΚΑΙCΑΡ ΑΝΤW  Ν ΕΙΝΟC 

ΑVΤΚΑΙCΜ[AΥΡ] ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΟΥΗΡΚΑΙCΑΡ CΕΒΥΙОC 

ΑVΤΚΑΙCΜAΥΡ ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΑVΤΚΑΙCΜAΥΡ ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

－－ΑΝΤWΝΕΙΝΟC －－－－ΟΥΗΡΟC－ 

ΑΥΤΚΑΙCAΡΛ ΑΥΡΟΥΗΡΟC 

ΑV Τ･ΚΑΙC･Μ･AΥΡ ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

                          －－－ΚΑΙΟΥΗΡΟC－ 

ΦΑVCΤΙΝΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΑΥΤΚΑΙCAΡΛ ΑΥΡΟΥΗΡΟC 

ΑΥΤΚΑΙCAΡ ΛΑΥΡΟΥΗΡΟC 

ΑVΤ ΚΑΙ Μ ΑVΡ ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΑVΤΚΑΙCΜ ΑVΡΑΝΤΑVΓ 

ΑΥΤ･ΚΑΙC･Λ･ ΑΥΡ･ΟΥΗΡ･ΑΥΓ 

LΑ 

LΑ ΡΩΜΗ 

ΓAΔA PEWN LC 

ΓΑΒΙΝΙC ΟΙΕΝΝΥC Η 

[ΓΑΒΙΝΕW]ΝΤWИΕΝΝV[C Η] 

[ΤΩ]ΝΕΝΝVΣΗΙ 

ΓΑΒ ΝΥ LΙ Λ 

ΓAΔAPE WN LIH 

ΓΑ ΝV ΙΘ 

ΓAΔAPE'WN LK 

ΓAΔAPEWN K A 

ΗΠΠΗΝWΝ LΓΚ 

ΓAΔAPEWN LEK 

ΙΠΠΗΝWΝ LЧΚ 

ΓAΔAPEWN LΛΔ 

ΓΑΔΑΡΕΙC LЧΒ 

－－－ΑΡΑ LΡΑ 

ΚΑΝΑΤΑ LΑΡ  

ΝVCΑΗΚΑΙ [CΚVΘΟ]ΠΟ[ΛΙ C] [L]Γ Ρ 

CΚΥΘΟΠΟΛΕΙ [ΤΩΝ] 

ΓΑΔΑΡΑ LΡΔ 

[Ν]V[C]ΑΙΕWΝΤWΝΚΑΙ [CΚVΘΟ]Π[Ο]ΛΙΤWΝ LΕΙ Ρ 

ΓΑΔΑΡΑ LHΡ 

ΚΑΝΑΤΗΝΩΝ ΒΙΡ 

ΓΑΔΑΡΑ LΔΙΡ 

ΝVC ΑΙΕW ΝΤWΝΚΑ ΙCΚVΘΟΠΟ ΛΙΤW Ν 

ΝVCΗΚΑΙ CΚVΘΟΠΟ ΛΙC LΕ ΙΡ 

ΝΥΣΑ L ΡΛ 

ΑΝΤΙΟΧΕΩΝΤΩΝΠРОC ΑΛР 

ΙΠΠΗΝΩΝ ΑΛР 

ΓΑΔΑΡΑ ΑΛΡ 

ΓΑΔΑΡΑ LΑΛΡ 

LΛΡ ΓΕΡΑ CΑ 

LΛΡΓΕΡΑ －－－Ν 

ΓΑΔΑΡΑ LΕΛΡ 

ΓΑΔΑ ΡΕ ΩΝ LΕΛΡ 

ΓΑΔΑ ΡΕ ΩΝ LZΛΡ 

ΙΠΠΗ ΝΩΝ A－ 

ΕΤ ΟΥC ΑΜΡ 

ΓΜΡ 

Γ Μ   L Ρ 

LΓΜΡ ΦΙΛΑΔΕΛΦΕΩΝ 

LΓΜΡ ΦΙΛΑΔΕΛΦΕΩΝ 

ΖΝΡ ΚΑΝΑΤΑ 

ΠΕΛΛΗΝΩ ΝL ΕΜΡ 

ΗΝΡ [ΚΑ]ΝΑΤΑ 

ΑΝ ΤΙΟΧΕ ΩΝ －РΟCΤΩΙΠΠ 

ΙΠΠΗΝ ΩΝ A－ 

ΦΙΛΑΔΕΛΦ [－－－ΚΟΙ?] [C]ΥΡ ΠΡΒ 

ΦΙΛΑΔΕΛΦΕWΝΚΟΙΛΗCCΥΡΙΑC 

ΤΥΧΗΦΙΛΑΔΕΛΦΕWΝΚC 

ΑΡΤΕΜΙC ΤΥΧΗ ΓΕΡΑCWΝ 

ΑΝΤΙΟ･ ΤW･ΠР･ΙΠ･ΤΗC･ΙΕP･Κ･ΑCΥΛΟΥ 

ПO･ΓΑΔΑΡ Ι･Α･Α･Γ Κ･CΥ ΓΚC 

ΝVCΑΕΚΟ Ι CVΡΙΑC･ 

ΦΙΛΑΔΕΛ ΦΕWΝΚΟΙΛ CΥΡΙΑC 

ΤΥΧΗΦΙΛ ΑΔΕΛΦΕΙΑC 

ΓΑΔΑ ΡΕWΝ ΓΚC 

ΓΑΔΑΡΕWΝ ΓΚC 

ΓΑΔΑΡΕWΝ  ΝΑΥΜΑ ΔΚC 

ΓΑΔΑΡΕWΝ ΤΗCΚΑΤΑΙΓΥ ΝΑΥΜΑ ΔΚC 

ПOΓΑΔΑΡ ΙΑΑΓ (ΚCVΡ) ΔΚC 

ΓΑΔΑ ΡΕWΝΔΚC 

ПOΜΓΑΔΑΡ ΙΑΑΓ ΚCVΡ ΕΚC 

ПOΜΓΑΔΑΡ ΚCVΡ ΕΚC 

ΓΑΔΑΡΕWΝ ΕΚC 

ПOΜΓΑ ΔΑΡ･ΕΚC 

ПOΓΑΔΑΡΕWΝ ΙΑΑΓ ΚCΥΡ ΕΚC 

ΑΒΙΛΗΝWΝ 

CΕΑΒΙΛΗΝW ΝΙΑΑΓ ΚΟΙCΥ ΕΚC 

CΕΛΕΥΚ ΑΒΙΛΑ･ΕΚC

出典 裏面 
M 206 

S 2 

L 29 

B 1 

B 2 

B 4 

B 5 

S 4 

B 6 

S 5 

S 6 

H 4 

S 7 

M 197 

S 9 

S 11 

S 14 

S 2 

B 7 

B 8 

S 14 

B 9 

S 16 

S 3 

S 19 

B 10 

B 11 

B 12 

S 1 

S 2 

L 30 

S 22 

L 110 

S 3 

S 26 

S 28 

S 30 

S 3 

L 116 

L 129 

S 7 

S 9 

S 10 

S 4 

S 3 

S 5 

S 4 

S 5 

L 119 

S 11 

S 16 

M 252 

S 6 

S 31 

B 15 

S 17 

S 18 

S 37 

S 50 

L 48 

L 49 

S 46 

S 53 

S 35 

S 48 

S 49 

L 37 

S 52 

M 215 

S 1 

S 7



江添 誠　コインの銘にみるデカポリス都市の性格
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年代 

162/163 CE 

162/163 CE 

162/163 CE 

162/163 CE 

162/163 CE 

 

162/163 CE 

163/164 CE 

 

 

163/164 CE 

 

 

 

 

 

 

164/165 CE 

165/166 CE 

 

 

 

 

165/166 CE 

 

165/166 CE 

 

166/167 CE 

166/167 CE 

 

 

 

 

173/174 CE 

175/176 CE 

175/176 CE 

 

176/177 CE 

175/176 CE 

177/178 CE 

177/178 CE 

178/179 CE 

179/180 CE 

179/180 CE 

182/183 CE 

183/184 CE 

 

183/184 CE 

 

184/185 CE 

 

 

185/186 CE 

187/188 CE 

188/189 CE 

190/191 CE 

 

190/191 CE 

 

190/191 CE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

116 

117 

118 

119 

120 

121 

122 

123 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

131 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

138 

139 

140 

141 

142 

143

総督・皇帝・皇妃 

マルクス・アウレリウス 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

ファウスティナ 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

ファウスティナ 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

M.ｱｳﾚﾘｳｽ & L.ｳｪﾙｽ 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

ファウスティナ 

ファウスティナ 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

ルキウス・ウェルス 

ルキウス・ウェルス 

マルクス・アウレリウス 

マルクス・アウレリウス 

ルキッラ 

ルキッラ 

 

コンモドゥス 

ルキッラ 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

クリスピナ 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

コンモドゥス 

クリスピナ 

都市名 

ガダラ 

ガダラ 

アビラ 

アビラ 

アビラ 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

ヒッポス 

ヒッポス 

ヒッポス 

ゲラサ 

ヒッポス 

ヒッポス 

ヒッポス 

ヒッポス 

ヒッポス 

ヒッポス 

アビラ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ガダラ 

スキュトポリス 

スキュトポリス 

ゲラサ 

フィラデルフィア 

スキュトポリス 

ペラ 

ペラ 

ガダラ 

ガダラ 

ガダラ 

スキュトポリス 

ペラ 

ペラ 

ペラ 

ペラ 

ヒッポス 

ヒッポス 

カナタ 

スキュトポリス 

アビラ 

アビラ 

カナタ 

カナタ 

カナタ 

カナタ 

カナタ 

カナタ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ゲラサ 

ゲラサ 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

フィラデルフィア 

ゲラサ 

表面 

ΑVΤΚΑΙCΜAVΡ ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΑΥΤΚΑΙCΛ ΑΥΡΟΥΗΡΟC 

ΑΥΤΚΑΙCΜ ΑΥΡΑΝΤΑΥΓ 

ΦΑΥCΤΕΙΝΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΑΥΤ ΚΑΙCΑΡ Λ ΑΥΡ ΟΥΗΡΟC 

[ΑVΤ]ΚΑΙC･Μ･ΑV [ΑΝΤWΝΙΝΟC] 

ΑVΤ･ΚΑΙC･Λ･ΑV ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΑVΤ･ΚΑΙC･Λ･ΑV ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΦΑVCΕΙΝΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΑVΤΚΑΙCΛΟV ΑVΡΟVΗΑVΓ 

ΑVΤΚΑΙCΛΟV ΑVΡΟVΗΑVΓ 

ΑΥΤ･ΚΑΙC･Μ･ΑΥΡ ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΑΥΤ ΚΑΙC Μ ΑΥΡ ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΑΥΤ･ΚΑΙC･Μ･ΑΥΡ･ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΑΥΤ･ΚΑΙ･Μ･ΑΥΡΗ･ΑΝΤWΝ 

ΑΥΤ･ΚΑΙCΑ ΑΥΡ･ΥΗΡΟC 

ΑΥΤ･ΚΑΙC･Λ･ ΑΥΡ･oΥΗΡoC 

ΦΙΛ･ΚΟΙ･  CΥΡΙΑC 

ΑVΤΚΑΙCΜ ΑVPΑΝΤWΝ 

ΑΥΤΚΑΙCΜΑΥP ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΦΑΥCΤΕΙΝΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΦΑVCΤΕΙΝΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΑVΤ ΚΑΑVΡ ΟVΗΡΟC 

ΑVΤΚΑΙCΛ ΑVРΟVΗРΟ 

ΑVΤΚΑΙCΑР ΛΑVРΟVΗРΟC 

ΑVΤΚΑΙCΛ ΑVРΟVΗРΟ 

ΑΥΤΚΑΙΛΑΥРΗ ΛΙΟCΟΥΗРΟC 

ΑVΤ ΚΑΑVΡ ΟVΗΡΟC 

ΑΥΤΚΑΙCΑΡΛ ΑΥΡΟΥΗΡΟC 

ΑVΤ ΚΑΙC Μ ΑVΡ ΑΝΤW 

ΑVΤΚΑΙCΜΑ ΑVΡΑΝΤW 

ΑVΤΟΚΚΑΙCΑΡ ΛΟVΚΙΟVΗ 

ΑVΤΟΚ･ΚΑΙCΑΡ ΛΟVΚΙΟVΗ 

ΑV Τ･ΚΑΙC･Μ･AΥΡ ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΑV[Μ･ΑVΡ･Α]ΝΤ [Ω]ΝΙΝΟ[CΑVΓ] 

ΛΟVΚΙΛΛΑ ΑVΓΟVC[ΤΑ] 

ΛΟVΚΙΛΛΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΦΙΛ･ΚΟΙ･  CΥΡΙΑC 

[ΑVΡ]ΗΛΙΟC･ΚΟΜΟΔΟC･ΚΑΙCΑΡΓΕΡΜ･CΑΡΜ－－ 

ΛOVKIΛΛΑ AVΓOVCTA 

AV･K･Λ･AVP KOMOΔOC 

ΑVΤ Κ･Λ･ΑVΡ ΚОΜΜОΔОΝ 

ΑΥΤ Κ Λ･ΑVΡ ΚОΜΜОΔОΝ 

ΚΡΙCПΙΝΑ CΕΒΑCΤΗ 

ΑV[Κ]ΚΟΜΜΟ ΑΝΤWΝΙΝΟV 

AY･K M KOMMOΔOC ANTWNINOC 

ΑV･Κ･Λ･ΚΟΜΜΟΔΟC ΑΝΤWΝΕΙΝΟC 

ΑΥ･Κ･Μ･ΚΟΜΜΟΔC ΑΝΤWΝΙΝΟC 

ΑVΚΟΜΟ ΑΝΤWΝΙΝΟ 

ΑVΤ･ΚΑ･ΑV･ΑΝ･ ΚΟΜ･ΑΝΤW 
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1 帝政以前

まずコインの元年にあたる前 64/63 年の状況から見てい

くことにする。

ポンペイウスが東方遠征においてエルサレム攻略の後に

ギリシア都市を再建したことをヨセフスは『ユダヤ古代誌』

（以下『古代誌』）14 巻 74 節から 76 節で以下のように伝

えている 6）。

いっぽう、彼（ポンペイウス）は、エルサレムをロー

マ人の進貢国とするとともに、先にユダヤ人が征服した

コイレ・シリアの町まちを彼らから取り上げて、自分自

身が任命した知事の支配下に置いた。すなわち彼は、こ

うして、それまでは、国外遠く進出していたこの民族を

その国境内に封じ込めたわけである。彼はまた、自分の

解放奴隷であるガダラ人デメトリオス（Demetorios）を

喜ばそうと、先にユダヤ人に破壊されたガダラの町を再

建し、また、ヒッポス、スキュトポリス、ペラ、ディオ

ン、サマリア（Samaria）、マリサ（Maresha）、アシドド

（Ashdod）、ヤムニア（Jamnia）、アレトゥサ（Arethusa）

等の町には、その町本来の住民を住まわせた。さて、完
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NVCA CKVΘ OΠOΛ IΕ 

ΓΑΒΙΝΙΑ ΚΑΝΑΘΑ 

ΤVXΚΑΝWΘΗΝWΝ 

ΦΙΛΚΟΙCVΡΙΑC 

[ΝVCΑCΚ] VΘΟΠΔΠC 

ΓΑΔΑ ΡΕWΝΕПC 

ΝVC[ΑCΚ] VΘΟΠΕ(?)ΠC 

ПOΜПΓΑΔΑΡΕWΝ ΓΤ 

ПOΜП ΓΑΔΑ ΡΕWΝ ΔΤ 

ΝVC CΚVΘΟ ΠΟΛΕΙΤ WΝΙΕΡΑ CVΔΤ 

出典 裏面 
S 70 

S 72 

S 15 

S 17 

M 214 

S 20 

B 38 

B 46 

B 54 

B 47 

B 42 

M 256 

S 28 

S 40 

B 43 

B 48 

B 56a 

S 71 

S 75 

B 50 

B 44 

L 106 

B 51 

S 28 

S 12 

M 254 

S 31 

S 42 

M 224 

S 21 

S 28 

B 57 

M 255 

S 34 

M 204 

M 205 

S 31 

S 87 

B 66 

M 223 

S 16 

M 251 

B 71b 

B 73 

S 13 

S 15 

S 47 

B 77 

S 81 

B 78 

S 94 

S 92 

B 92

出典略号  　B=Barkay   H=Hippos 2004（Segal et al. 2004）   L=Lichtenberger   M=Meshorer   S=Spjkerman（都市ごとに通し番号） 
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全に破壊されてしまった町まちを除けば、以上が再建さ

れた内陸部の町であるが、ポンペイオスはまた、ガザ

（Gaza）、ヨッパ（Joppa）、ドラ（Dor）、ストラトン

（Straton）の塔等の海沿いの町──ストラトンの塔は、

のちにヘロデによってすばらしい改造が行われて、港や

神殿もつくられ、カイサレイア（Caesarea）と改名され

た──をユダヤ人の手から解放し、シリア地方に併合さ

せた。

ガダラは解放奴隷のデメトリオスの出身地であったため

に再建されたことが他の都市に先立って述べられている。

その後、ガビニウスが総督の時代に五つのシュネドリオン

（Synedrion）とよばれる行政機関の一つがガダラに設置さ

れたことも伝えられている 7）。このようにガダラははっき

りとポンペイウスと強く結びついており、ポンペイウス紀

年元年のコインを造幣することも許されていたのではない

かと考えることができる。カナタに関してはポンペイウス

と直接の関係を示す史料はない。

ヨセフスはさらに『古代誌』14 巻 87 節で総督ガビニウ

スによる都市の再建を記しており、そこにはデカポリス都

市では唯一スキュトポリスの名が挙げられている 8）。スキ

ュトポリスはこの時期にガビニウスの銘を刻んでいること

からも直接的な関係があったことが推察される。

この時期にペラだけが再建された都市に挙げられていな

がらコインを造幣していないが、ヨセフスはハスモン朝の

王アレクサンドロス・ヤンナイオス（Alexandros Jannaeus）

の部下によってユダヤ人の慣習を受け入れなかったので破

壊されたことを伝えており（『古代誌』第 13 巻 397 節）、

コインを造幣する都市の基盤が失われていたと考えられ

る。

ヨセフスはまた『ユダヤ戦記』（以下『戦記』）1 巻 129

節でポンペイウスがやって来たときにフィラデルフィアに

はナバテア王アレタス 3 世（Aretas）の軍が駐屯している

ことを伝えている。アビラ、ゲラサについてはポンペイウ

スと関連する記述はない。

2 ユリウス・クラウディウス朝期

前 37 年にヘロデ大王（Herod）がハスモン朝を滅ぼして

統治を開始すると、前 31/30 年のガダラのものを除き、デ

カポリス都市ではコインは造幣されなくなる。前 30 年は

アウグストゥスがプトレマイオス朝を滅ぼし、エジプトが

ローマの属州になった年である。この時にヘロデ大王はシ

リア経由でエジプトに向かうアウグストゥスを歓待し、前

36 年にマルクス・アントニウス（Marcus Antonius）から

クレオパトラ（Cleopatra）に与えられていたコイレ・シリ

アとガダラ、ヒッポス、サマリアや沿岸部の都市をアウグ

ストゥスから加領されたことをヨセフスは伝えている

（『戦記』1 巻 396 節、『古代誌』15 巻 217 節）。ガダラのコ

インはローマの承認のもとでヘロデ大王の領地に入ったこ

とを顕彰したものとすることもできるが、3 章で述べた尊

称の問題やその後の治世では造幣されていないことを考慮

すると、ヘロデ大王の治世下ではコインは鋳造されなかっ

たと考えるべきであろう 9）。

前 4 年にヘロデ大王が死ぬとガダラとヒッポスはヘロデ

の王国から切り離されて属州シリアに加えられている

（『戦記』2 巻 97 節、『古代誌』17 巻 320 節）。

この後、ティベリウスからクラウディウスまでは特にデ

カポリス都市に関する記述はヨセフスの中にみられない。

カナタとガダラとスキュトポリスで比較的一定してコイン

が造幣されているところをみると、ユダヤ人との小さな抗

争はあるもののシリア属州の下で安定した時期であったと

考えられる。クラウディウス治世下の後 44 年、アグリッ

パ 1 世（Agrippa）の死去で、ユダヤはローマ属州として

総督の管轄下に置かれることとなった。48 年には再びア

グリッパ 2 世に統治権が与えられるが、属州総督との二重

支配体制となっていた。

54 年にネロが即位すると、ユダヤでは戦争の気配が濃

厚になりはじめる。このころからカエサレアではユダヤ系

住民とギリシア系住民の紛争が起こりはじめ、66 年にシ

ナゴーグに隣接する土地の売買を巡って衝突が起こると、

ユダヤ人がローマ兵を殺す事態へと拡大した。6 月に神殿

でのローマへの供犠が中止され、これが宣戦布告の代わり

となって第 1 次ユダヤ戦争が勃発した（『戦記』2 巻 411-

417 節）。この時に、ユダヤ人たちによってギリシア系の

都市がつぎつぎに焼き打ちにあったことをヨセフスは『戦

記』2 巻 458 節から 459 節で次のように伝えている。

カイサレイアからの衝撃的な知らせに全国民は憤激

し、手分けしてシリア人の村々と近隣の町々であるフィ

ラデルフェイアや、エッセボニティス（Esbonitis）、ゲ

ラサ、ペルラ、スキュトポリスを襲った。次に彼らはガ

ダラや、ヒッポス、ガウラニティス（Gaulanitis）を襲

撃し、いくつかの町々を制圧したり火を放ったりしなが

らツロびと（Tyre）の町カダサ（Kedasa）や、プトレマ

イス（Ptolemais）、ガバ（Gaba）、カイサレイアにまで進

んだ。セバステ（Sebaste）もアスカロン（Askelon）も

彼らの勢いに抗することはできなかった。彼らはこれら

の町々を焼き払った後、アンテドン（Anthedon）とガザ

を破壊し尽くした。これらの町々のそれぞれの周囲にあ

る多くの村々も略奪され、おびただしい数の男たちが捕

らえられ、殺された。
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ヨセフスの記述ではここで初めて、ガダラとゲラサ、フ

ィラデルフィアが併記されている。この年の冬にウェスパ

シアヌスがネロの命令でユダヤに派遣されることが決定

し、翌 67 年 4 月、ウェスパシアヌスはプトレマイスに到

着、息子のティトゥスもアレクサンドリア（Alexandria）

から第 15 軍団を率いて合流した。この時にガダラの有力

者たちが使いを送っていることをヨセフスは『戦記』4 巻

413 節で記している。ヨセフスは『自伝』の同じ場面を述

べている箇所で、「ウェスパシアノスがプトレマイスに到

着すると、シリアのデカポリスの指導者たちは、ティベリ

アス（Tiberias）のユストス（Justus）に激しい非難を加え

た。（410 節）」と記している。同様の内容が 341 節から

342 節でも記されている。すなわち『戦記』ではガダラの

有力者としているところを『自伝』ではデカポリスの指導

者たちとしているのである。この他でヨセフスがデカポリ

スという言葉を用いているのはウェスパシアヌスのティベ

リアへの進軍の場面（『戦記』3 巻 446 節）で、スキュト

ポリスがデカポリス最大の町であると述べている。いずれ

も 67 年の 4 月から 9 月までの短期間におきた出来事の記

述でのみ用いられている。

68 年 3 月にウェスパシアヌスの軍団をガダラの人々は

歓呼の声を上げて迎えており、ガダラは騎兵と歩兵の守備

隊で保護されるという厚遇を得ている（『戦記』4 巻 417

節）。

ネロの治世下ではユダヤ戦争序盤の 66/67 年と 67/68 年

にのみコインは造幣されているが、スキュトポリス、ヒッ

ポス、ガダラのものに加えて、この時期に初めてゲラサの

ものも現れる。スキュトポリスでは 66/67 年以降は 160 年

までコインが造幣されなくなる。

3 フラウィウス朝期

ネロの死後に起こった 69 年の内乱を経て、ウェスパシ

アヌスが 7 月に皇帝に推戴され、12 月に皇帝となると、

翌 70 年にエルサレム攻略をティトゥスに委ねて、ローマ

へと帰還した。71/72 年と 72/73 年にガダラで造幣された

コインに皇帝と同じ銘でティトゥスが刻まれているのは、

ウェスパシアヌスに代わってユダヤ戦争を指揮したからで

あると思われる。70 年 9 月にエルサレムが陥落し、73 年

5 月にローマに抵抗するユダヤ人の最後の砦であったマサ

ダ要塞（Masada）が陥落し、第 1 次ユダヤ戦争が終結す

る。ウェスパシアヌス治世下のコインはこの期間にのみ造

幣されている。ガダラではこの年以降、160 年までコイン

は造幣されなくなる。一方で、フィラデルフィアやペラと

いった今までなかった都市にコインの造幣が見られ始め

る。ティトゥス治世初年の 78/79 年とドミティアヌス治世

初年の 80/81 年にフィラデルフィアで、82/83 年にペラで

造幣されている。

なお、69 年以降の記述の中でヨセフスはデカポリス都

市については触れていない。

1 世紀末からローマによるパレスチナ（Palestina）とト

ランス・ヨルダン地域の再編が行われ始める。94 年には

アグリッパ 2 世の死去に伴うヘロデ家の断絶により再びユ

ダヤは属州としてローマの管轄下に入ることとなった。

4 五賢帝期

トラヤヌス治世下の 106 年にナバテア王ラベル 2 世

（Rabbel）が死去すると、ローマ第 3 軍団キュレナイカ

（Cyrenaica）はエジプト属州から北上してペトラ（Petra）

を征服し、一方でシリアに駐屯していたローマ第 6 軍団フ

ェラタ（Ferrata）は南下してボスラ（Bosra）を征服し、

ボスラを州都としてアラビア属州が成立した 10）。これらの

征服に対してナバテア人からの本格的な抵抗があったとい

う史料は残っていない。アラビア属州の成立後すぐに新ト

ラヤヌス街道（Via Nova Traiana）の建設が始まり、ボス

ラからフィラデルフィア、ペトラを経由しアカバへと至る

南北の交易路となった。

ハドリアヌスは合計で 12 年間におよぶ 3 回の属州巡幸

を行っている。その 3 回目の巡幸は小アジアからエジプト

へと至るもので、その途中 129 年から 130 年にかけて越冬

のためにゲラサに滞在している。そのことを顕彰してフラ

ウィウス・アグリッパ（Flavius Agrippa）という名士の資

金提供によって建設された横幅 37.45m、高さ 21.5m の巨

大な凱旋門を都市の南側の入り口にみることができる 11）。ハ

ドリアヌス治世下ではフィラデルフィアとゲラサでのみコ

インが造幣されているがゲラサのものは 4 章でみたように

紀年の記し方などからこのハドリアヌスの滞在に関連して

いるものと考えられる。

越冬の後、ハドリアヌスはエルサレムへと向かい、荒廃

していた都市を再建しようとした。その際に、ユダヤ第二

神殿の跡地にユピテル神殿（Jupiter）を建立して都市名を

アエリア・カピトリーナ（Aelia Capitolina）と名付けた 12）。

さらにユダヤ人が割礼を施すことを禁止したために、シメ

オン・バル・コホバ（Simon bar Kokhba）を首領としてユ

ダヤ人がローマへの反旗を翻し、第 2 次ユダヤ戦争が勃発

した 13）。この反乱は初めの 2 年半は成功を収め、ユダヤ人

はコホバを中心に政治的支配権を取り戻した。この成功を

記念して「イスラエル解放の第 1 年」というコインが造幣

されている。

ハドリアヌスがこの反乱に対し、135 年に駐屯軍である

第 6 軍団フェラータをはじめとして第 10 軍団フレテンシ

ス（Fretensis）、第 22 軍団デイオタリアナ（Deiotariana）、

第 3 軍団キュレナイカ、第 3 軍団ガリカ（Gallica）など、
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総勢 10 万を超える兵力を動員して、徹底的な鎮圧を図り、

58 万のユダヤ人が戦死したことをディオ・カッシウスは

伝えている（『ローマ史』9 巻 13 章）14）。ハドリアヌスは

ユダヤ的なものの徹底的な根絶を図り、属州ユダヤの名を

廃して、属州シリア・パレスチナ（Syria Palaestina）とし

た（Sartre 2005: 131）。この後、コロニア（Colonia）へ都

市の地位を昇格させるとギリシア・ローマ風の都市名にす

ることが始まる。例えば、アントニヌス・ピウス治世下で

セッフォリス（ S e p p h o r i s ）はディオカエサレア

（Diocaesarea）と改名している。デカポリス都市のコイン

にもギリシア風の都市の別名が刻まれるようになるのも同

じ時期である。

アントニヌス・ピウス治世最晩年の 159/160 年にガダラ

でコインの造幣が再開されるとそこにはポンペイウスの名

前が記されるようになる。ここにはゲラサに対するガダラ

の強いライバル心がみられる。ウェスパシアヌス治世下ま

では最も多くのコインを造幣し、先駆的な役割を果たして

いたガダラが、属州アラビアの成立後、繁栄の中心が新ト

ラヤヌス街道沿いに移り、ハドリアヌスの巡幸においては

ゲラサが滞在地に選ばれ、その優位性に危機感を持ってい

たと考えられる。そして、再びコインの造幣が許されると、

銘にローマとの強い結びつきと伝統とを誇示するためにポ

ンペイウスの名を刻んでいるのである。第 2 次ユダヤ戦争

後の 2 世紀後半、属州アラビアの各都市はパークス・ロー

マーナ（Pax Romana ローマの平和）の恩恵を享受し、都

市を飛躍的に発展させたことは残存する遺構から確認でき

る。おそらくデカポリスの各都市は安定した政治状況の中

で、都市の伝統を誇示しながらローマとの関係を強めてい

くことを競っていたと思われる。カナタのコインにガビニ

ウスの銘がみられるのもローマとの結びつきの原点を示し

ていると考えられる。

175 年前後にコインの造幣が増えているのは、シリア総

督であったアウィディウス・カッシウス（Avidius Cassius）

がクーデターを起こし、その鎮圧のためにシリアを訪れた

ことによるものと考えられる。

続くコンモドゥス治世下では 23 もの都市でコインが造

幣されており、本稿で対象とした 8 つの都市すべてでみら

れる。

5 セウェルス朝期

198 年の秋から 199 年の夏頃までセプティミウス・セウ

ェルスがパレスチナの地を訪れており、ガダラのコイン造

幣はこれに関連したものと思われる。スキュトポリスでは

203/204 年からの 3 年間に集中してコインの造幣が見られ

るが、この都市での何か特別なイベントに関連しているも

のと考えられている（Barkay 2003: 191）。

215 年にカラカラはシリアのアンティオキアからエジプ

トのアレクサンドリアにかけて巡幸を行っている。ガダラ

とスキュトポリスでそれに関連すると思われるコインの造

幣が行われている。コインの大きさなどからバルカイは、

カラカラがこの 2 都市を訪れたのではないかと考えている

（Barkay 2003: 191）。

エラガバルスの治世はわずかに 4 年足らずであるが、彼

がシリア出身であり、シリアの太陽神エル・ガバル（El

Gabal）に由来する名前であることから、シリアとの密接

な関わりがあったことを推測させる。コインについても

35 もの都市で造幣が確認されている。デカポリス都市で

もすべてでエラガバルスのコインがみられ、ガダラとスキ

ュトポリスを除いて最後の造幣となっている。

6 セウェルス朝期以降

ゴルディアヌス 3 世治世下の 240/241 年にデカポリス都

市でのコインの造幣は終わりを迎える。研究者たちはその

要因については 1 世紀末から徐々にコインの流通量が増加

したために、3 世紀に入ると深刻なインフレーションに見

舞われたことを挙げているが、論拠となる史料は見つかっ

てはいない（Barkay 2003: 193）。

以上、文献史料と照らし合わせながらデカポリス都市の

歴史経過とコインの銘との関係をみてきたが、デカポリス

がまとまって行動していることがうかがえる時代は 67 年

の第 1 次ユダヤ戦争の時期だけであることが分かる。ポン

ペイウスの東方遠征について、その恩恵を最も受けたのは

ガダラとスキュトポリスで、ゲラサ以南はポンペイウスと

の関わりを示す出来事は起こっていない。さらにゲラサと

フィラデルフィアではコインの造幣も始まってはいない。

一方、ハドリアヌス帝の巡幸の際にはゲラサがその滞在地

として選ばれており、ローマとの関わりが第 1 次ユダヤ戦

争以降はゲラサ以南にも及び、コインの造幣もデカポリス

都市すべてで行われるようになってくる。

６．コインの銘からみたデカポリス

本章では 3 章で述べたデカポリスに関する諸説に対し、

コインの銘と造幣状況の分析からおこる疑問を整理し、デ

カポリスがどのような性格を持つあつまりであったのかを

考えてみたい。

まずはデカポリスがヘレニズムを起源とする都市連合と

するならば、ポンペイウスの東方遠征時には何らかのまと

まりができているはずであるのに、ポンペイウス紀年元年

のコインがカナタとガダラでしかみられないのはなぜか。

さらに帝政以前はゲラサとフィラデルフィアの南の 2 都市

では造幣が行われていないのはどうしてか。デカポリスが
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表２　銘の分析 
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ドミティアヌス 

 
ドミティアヌス 

ドミティアヌス/ネルヴァ 

ネルヴァ 

ネルヴァ/トラヤヌス 

トラヤヌス 
 

トラヤヌス/ハドリアヌス 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 
 

ハドリアヌス 

ハドリアヌス 
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連合として政治的に機能していたならば、デカポリスとい

う銘が都市の属性を示すものとして一切でてこないのはど

うしてだろうか。

次にデカポリスを地理的な区分や行政の単位であるとす

るならば、なぜコインの銘の中で地理的属性を示す言葉に

コイレ・シリアという銘だけが用いられるのか。また、ダ

マスカスやカナタといった距離の離れた都市を地理区分や

行政単位としてまとめることができるのだろうか。さらに

ヨセフスが『戦記』3 巻 35-58 節でトランス・ヨルダン地

域をガリラヤ、ペラエア、ガウラニティス（Gaulanitis）

などの地理区分を示す言葉を使って説明しているが、ここ

にもデカポリスという言葉は出てきていないのはどうして

だろうか。以上のように先行の諸説では説明のつかない状

況がコインの銘にはみてとれる。

それでは、デカポリスとはいったいどのようなまとまり

と考えることができるのだろうか。第 4 章で述べたように

表 2 でデカポリス都市全体のコインの銘の状況を俯瞰して

みると、銘の型式が比較的一定でポンペイウス紀年を順守

するガダラやスキュトポリスと、銘の型式が一定でなくポ

ンペイウス紀年も限定的にしか使用していないゲラサとフ

ィラデルフィアとが対極をなしていることがわかる。コイ

ンの造幣状況からは連合といえるようなまとまりがあった

と考えることはできない。ヨセフスの記述からもポンペイ

ウスの東方遠征によってゲラサとフィラデルフィアが恩恵

を受けた様子はうかがえない。ポンペイウス紀年の使用状

況からみてもゲラサとフィラデルフィアがポンペイウスと

の結びつきを強く感じていたとは考えにくい。一方、ガダ

ラはコインの銘に特別にポンペイウスの銘を刻んでいるこ

とからもポンペイウスと都市のアイデンティティを強く結

び付けていることが分かる。少なくともポンペイウスの東

方遠征の時にはデカポリスに挙げられている都市が結びつ

きをもって存在していたとはいえない。

第 5 章で述べたようにヨセフスはデカポリスという言葉

を 4 回使っているが、そのうちの 3 回はプトレマイスに到

着したウェスパシアヌスへデカポリスの代表団が赴いて窮

状を訴えている場面である。ヨセフスの限定的な使用をそ

のまま解釈するならば、デカポリスとは第 1 次ユダヤ戦争

時に陳情のために集められたギリシア系都市の代表団で、

おそらくはガダラやスキュトポリスなどポンペイウスの東

方遠征以来もともとローマ側に与していた都市を中心に利

害関係を同じくするその他のギリシア系の都市を加えて組

織されたものと考えられる。ウェシパシアヌスが直接赴い
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ていることからもこの時もデカポリスの中心都市はガダラ

とスキュトポリスであったことは間違いない。ただしヨセ

フスはガダラ、スキュトポリス、フィラデルフィア、ゲラ

サをユダヤ人によって襲撃された村々を記述する際に初め

て併記しており、この時は同じ利害関係をもったギリシア

系の都市群であったことが分かる。また、ゲラサでのコイ

ンの造幣もこの時期から始まっており、ポンペイウス紀年

を順守している数少ない時期でもある。おそらくこれらの

都市群が同一の行動をとったのはこの時だけで、第 1 次ユ

ダヤ戦争後はそれぞれ独自にローマとの関係を競い合って

構築していったと考えるならば、その後のコインの造幣年

代や銘に差異が生じることも理解できる。また、ガダラや

スキュトポリスがデカポリスの中心都市として活躍してい

たことがうかがえるにもかかわらず、「デカポリス」とい

う言葉を碑文にもコインの銘にも用いていないことも、デ

カポリスというまとまりがこの一時期のものであったため

に政治的にあまり有効な名称とならなかったと考えれば説

明が可能であろう。

おわりに

コインそのものは小さく限られた情報しかそこに刻むこ

とはできないが、それらは交易によって広く流布し、都市

の評価を左右する重要な要素であったために、刻まれる一

字一字には都市の意図が反映している。本稿はデカポリス

都市で造幣されたコインに対象を絞り、その銘からデカポ

リスの性格を考察してきたが、さらに各都市に残存する遺

構の建設年代との比較を加えた検討が必要であろう。今後

の課題としたい。

本研究は松下国際財団 2008 年度研究助成による研究成果の一部で

ある。

註

１）プリニウス『プリニウスの博物誌』5 巻 16 章 74 節。

２）地中海沿岸部のガザやラフィアでもポンペイウス紀年が用いら

れている。

３）Wineland 2001: 60-61.

４）ポンペイウス紀年の詳細については、Meimaris 1992: 74-135 を参

照。

５）ガダラとポンペイウスとガレー船と結びつきについては必ずし

も明確であるとはいえず、コインのモチーフの取り扱い方に関

するより詳細な検討が必要であろう。

６）同様の内容の記述が『戦記』1 巻 155-156 節に見られるが、ディ

オンが欠落している。なお、ヨセフスの邦訳については、すべ

て秦訳（『古代誌』2000 年、『戦記』2002 年、ともにちくま学芸

文庫）を用いることとする。

７）『戦記』1 巻 169-170 節、『古代誌』14 巻 91 節。

８）同様の内容の記述が『戦記』1 巻 166 節に見られる。

９）ガダラがヘロデの治世 17 年目（前 21 年）にアウグストゥスが

シリアに来た際に、ヘロデを暴力行為と略奪行為および神殿破

壊を告発し、王国からの分離を望んでいたことをヨセフスは伝

えている（『古代誌』15 巻 354-358 節）。

10）アラビア属州の成立をめぐっては、Millar 1993: 93-94; Ball 2000:

63-64; Sartre 2005: 133-135 を参照。ペトラを州都とする説もあ

る。

11）凱旋門に関する詳細は Kraeling 1938: 73-83、碑文の詳細につい

ては Kraeling 1938: 401-402。

12）アエリアはハドリアヌスの氏族名アエリウスにちなんでおり、

カピトリーナはローマの神ユピテル・カピトリーヌス（Jupiter

Capitolinus）に奉献されたことを示している。

13）第 2 次ユダヤ戦争へと至る経緯については、ローマの歴史家デ

ィオ・カッシウスの『ローマ史』9 巻 12-14 章で述べられてい

る。

14）第 2 次ユダヤ戦争に関連する文献史料は、ヤディン 1979: 321-

330 頁にまとめて収められている。
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